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Kai Erikson, "Collective Trauma: Loss of Communality", pp. 186-245 
in　 K.T. Erikson, Everything in Its Path: Destruction of Community in the　Buffalo Creek Flood (New York: Simon and Schuster, 1976).
［186］
［災害］は、人間の五感を災害の激しさの外にも広げる。災害を経験していない私たちは、災害時のすべての恐怖を完全に理解することはできない。しかし、私たちは少なくとも、なぜそのような悲劇が起こらねばならないのか、なぜ災害を生きた人々の精神にそのような深い傷が残されねばならないのかは、理解できる。私たちの想像力は、個人の経験の穴を超えて広がり、五感に触れる場面の数々の断片を再創造し始める。
私たちの目は 、burning black wave が、虚しさに強くむすびつけることや、災害の軌跡にあるすべてを引き受けることを概ね見ることができる。？
耳は、悲鳴や爆音、木が引き裂かれる音によって貫かれる雷鳴のようなとどろきを聞くことができる。鼻は自身の汚物の焼け付いた悪臭や、煙や死や腐敗のすっぱい匂いを大体嗅ぐことができる。心は想像が巧みであるために、それらのすべてを私たちは描き始めることができる。
しかし、クリーク族の人たちは、たくさんの災害をこうむった。彼らが彼らの共同体からはぎ取られたことについて、彼らがとても深く困難に巻き込まれていたことにおいて彼らは人間周辺から引き裂かれた。数多くのドラマは、我々がそのようなことについて語り始めるとき零れ落ちる。ある一部分では、“communality”の消失が、その出来事自体の生々しい恐ろしさから隔たった歩みのように見える。
［187］
また、ある一部分は、虚しさの中にいる人が、洪水やそれへの反応について説明しているとき、十分に完全にはっきりと述べているが、故郷の親しい者の組織からの分離が意味したことをいかにして表現するかについて実際に分からない。共同的絆の親密さは、事物の自然秩序の一部分としてクリーク族には経験される。居住者は、魚がその中を泳ぐ水に気付づかないように、その存在はだれも説明できない。それはまさしくそのようなものであり、彼らの生の覆っている包みであり、それはすっかり当然なことである。このチャプターでは、前述したように、私は自由に引用する。しかし、それは言葉がそれ自体の内容を記録することと同じくらいに言葉の背後にある感覚を、聞かなければならない。私は、人々が彼らが共同体の消失を哀しむときに特定の村落領域への言及ではなく、彼らの一般的な人間周辺を束ねる関係性のネットワークへの言及であることの指摘を強調するために、“community”よりもむしろ“communality”という単語を使う。そのようなネットワークの中心を構築した人は、一般的に“neighbors同胞”とよばれる。その単語は、聖書的感覚においても、人が近親の絆や相互関係の感覚を分かち合うことと共にそれを昔からよく特定化したものだ。クリーク族は“neighbor people近隣の人々”である。社会科学者の間で長い親友関係の形式を言及する特定の用語で、Toenniseは“gemeinschaft”とよび、Cooleyは“primary”と呼び、Durkheimは“mechanical”と呼び、Redfieldは“folk”とよび、そしてあらゆる世代の社会科学者が同じ考えを異なったやり方で表現したことが分かる。最近のものではHerbert Gans’sの“person orientation”がある。
同胞とは何か？あなたがクリーク族の人たちに尋ねるとき、その単語の意味はなにかを、彼らはあなたが街の出身であることを踏まえつつ、彼らは非常にわかりやすくかつ直接的に話そうと様々に明確な詳説を加えてそれらについての考えを説明する。

（以下の引用に関しては省略）

［188］

Neighborsとは、したがって、あなたが見せかけなしで関係することができ、近しく信頼できるあなたの日々の環境の一要素のような誰かである。Neighborsとは、あなたが、彼もしくは彼女があなたの近しい家族のメンバーであるかのようにみなす誰かである。多くのそれは、アパラチアに関する文献で、山で生活するclannishnessとして述べられている。しかしクリーク族では多くの炭鉱集団のそれのように部族の愛情の感覚は、親族のつながりを超えて、広範な団体を含んだものにまで及ぶ。そしてその成員が集団内での成員に対して感じる義務は、その成員が家族に向けて一般的に感じる義務とは異なる。

［189］

良い時代において、そのとき、クリーク族のすべての成員は、かなり近しい地域の人々の隙間からより大きな共同体を探す。私たちが、もし仮に平均的な社会的世界を示す地図を考案しようとするなら、私たちは少なくとも個々の中心から放射する同心円の一部分を描くことによってその主要な輪郭を捕らえようとするだろう。成員の近しい家族を取り巻く内圏、次の輪は成員の最も親しいneighbors、三つ目は通常の生活で関与する親しい人たち、4つ目は成員がたとえほとんど良く知らない人でもクリーク共同体の成員として認識する人たち、
最も遠い輪は世界の残余であること以外に、その地域は古い世代の人々が“foreigners”と呼んだことで殖民された。？
与えられたクリーク族の地域、その共同体が一人また一人と関与する新参者である人を包摂していったことは明らかである。しかし、共に関与する新参者たちにさえも、親族間のつながりのような感覚があった。私たちが端的に見て、たとえその親族間の感覚が、人が認識したよりも大きく成員の隣人の隙間の防衛に依るものであることが判明したとしても。
クリーク族のcommunalityは、心理状態が人々の特定の集団の間で分担されるもので、記述によれば、その心理状態はそれ自体が社会学的な抽象概念に役立たないものである。それは名前を持たないし、特色づける特徴をもった集団でもない。それは、環境にとけ込むような、そのような自然の秩序の一要素であるような思いやりの平穏な集団である。以下の所見は夫妻による思いやりの性質に関する説明の試みである。

（以下の引用文は省略）

［190］

思いやりのつながりに関する重要な点は、自らのneighborsの世話を常に準備できていたことか、それとも、むしろ、なにがされる必要があったのかを尋ねられることなしに知ることを常に準備できていることであった。
［191］

困難は、あなたが没頭することになるかなりの社会的解決にあなた自身を投入する状態である。それはほとんど囚人である。あなたを囲む大きな共同体は、あなたの人格や身体が拡張した状態になる。

その意味は、あなただけでなく、近隣の組織が引き剥がされるときの身体として小さくする。しかし、あなたがそれに投資した自らの感情的な資源として、それはもはや再生できない。

隣人らしくなることは、話し合いで解決できる感情的な流通がなされるような新たな状況にあなたを運ぶものではない。古い共同体は古典的な生態学的観念上の自己の隙間であった。隙間と関係づけるあなたの能力は、他の状況に容易に運ぶ技術ではない。あなたが他の共同体に移動するかどうかは真実である、最初の話し手はそうであった。Neighborsの新たな仲間が、あなたの家庭の周囲に移動するかどうかは真実である、第二の話し手がそうである。
（以下の引用文は省略）

［192］
私たちがここで話しているそのような共同体は、ほとんど完璧な魂の民主主義に由来する。そしてそれを信頼する。？
人が身分において平等になることだけでなく、実質的には同じ気質や見解も想定される。人の階級ははっきりと結果を区別する。女性と男性、大人と子供、白と黒など、しかし、単一の人は、階級の土台の上で他の人と、職業、生活様式、気晴らしの習慣でさえも区別されない。それを現実的な要素として理解することは困難ではない。男は同じ仕事で働く、女性はおおよそお決まりの器量と性質をもつ家庭的な領域をすべて統率する。子供は、決められた未来のための徒弟として同じ学校に出席する。みんな同等の賃金から同じ店で、同じ商品を買う。しかし、同じ傾向は、それらを超える。虚しさの中にいる人は、一般的にアパラチアの人々のような、それらの人たちを区別することや、共同体の滑らかな外見にある裂け目のようないくつもの種類を持った地位の差異を見ることを好まない。ニュー・ハンプシャーのような場所において、良い集団は良い隣人を作る。
［193］
その関係は明らかに著しく個人的な領域の一群に拠っている。しかし、クリーク族のような領域から見ると、彼らは区分けしているように見える。
アメリカのほとんどの都市空間において、互いの個人は別々の存在として見られる。慎重な境界線は、彼・彼女が別々の登場人物として支配する領域を囲む。みんな、名前や個人の意志、個人の声、なかでも自らの個人的な感覚を持つものとして推定される。人は、それらの特質が不足していることがわかると、サイコセラピーを受けるといった数種の治療活動、意識向上団体に参加する、百ある異なった自己実現のマニュアル本を読むといったことに従うことを催促する。出来事を考える方法は、しかしながら、大多数のアパラチアの者においてほとんど意味を持たない。それらの境界線が人々の集合全域にわたって引かれるが、防衛のための自我や認識のための潜在能力を伴う個々の個人の周りには引かれない。そして、人の精神的な健康が、大きな共同体全域のなかで、自己を隠せる彼の能力によるよりも、彼の内的な自己を表現する能力によるより少なく調整される。

昔、社会科学の中で人間共同体と生きた有機体とを比較することが流行であった。学者は差異の種類をつくることを切望した。私は、伝統的な共同体に所属する人が、互いの組織の基本要素であるような同じ人々と関係することを論じることと格闘している。
彼らは記述のために互いに依存している。彼らは、自身の組織に貢献することから離れるいくつもの現実的な働きや主体性をもたなかった。彼らは、大きな組織から離れた時、死の形を被る。科学は、推論を見捨てた時、何かを手に入れるだろう。しかし、それは何かを失うことにもなる。共同体の特質のために、いずれにせよ有機体に関する類似した推論をもつhereが議論されている。クリーク族のような場所において、一般的に共同体は、個人がもつ排除的な特性のように普通は見なされる活動にむかう場所のように描写される。
［194］

苦痛を和らげるのは、親しさに文脈を与える共同体は、倫理を表象し、古い伝統のために容器として務める共同体である。
現在、人はメタファーの領域の中で居眠りする人のように話していることを認識しなければならない。共同体は、心臓や筋や、神経をもたない。彼らはなやまない、合理的に説明しようとしない、喜びを経験しようとしない。しかし、推論は、人の一斉の行動と同じ協同のリズムに向かう人の動きのかたまりが、多くの人が共同体の組織の構成要素よりもむしろ人間性を持とうとする道筋において、個人の能力を配分することができることを示唆するのを助ける。事実上、人は、個人の特質を集団の配列の中におく。いわば、共同の貯えのなかにそれらを置くこと。そして、そのとき、日常の生活に必要になる供給物を備えることを要求する。そして仮に大きな共同体が多かれ少なかれ消失した場合、クリーク族に起こったような、人は、昔に共同の貯えの中に彼らが投入した労力を利用できないことを知る。彼らは自分たちが自らの感覚や愛情、信頼や保証が空っぽなものになったことを知る。それはまるで個人の要素が、全体の組織に生の労力を供給するかのようなものであるが、一度、組織がその過程のための場所ではなくなったら、それは労力の力量を使用に適した個人的形式に替える意味をもたない。クリーク族の年老いた女性が物語を話したとき、「私はかつてなったことのないほどに無関心になったし、何も感じなくなった。私は、私が生を消耗させるように感じる。」彼女は災害によって未だ呆然とした精神を反映している。

しかし彼女はまた反映している。それが共同体を超えて知らせている、それ自身が生全体を動かせるように回復することができない精神を？
私は提案しようとしている。そのとき、クリーク族のsurvivorsによって経験されたほとんどのトラウマ的な徴候は、共同体の消失への反応であると同時に、恐怖や、無感動や、堕落、人が意義ある共同体の場所から引き剥がされることの衝撃と同じく、悲惨な黒い水にであう衝撃に由来する虚しさの全工程のなかで直面するような災害それ自体への反応でもある。二つの間に線を引くことは困難である。一人のsurvivorsが暗示したように。
［195］
（以下、引用省略）

（災害のショックなのか、災害後に生じたショックなのか、わからない。）
しかし、それは明らかなように見える。クリーク族が経験したほとんどの苦痛が、滋養ある共同生活の生にある多くのものを失ったようなむなしさが静謐で荒廃させるという事実に関係がある。今、クリーク族はどうなっているのか。その短い答えははっきりとしたものだった。
（以下、引用省略）

（ゴーストタウンのような感じ。）
そして長い答えは、ほとんどそれら二つが融け合った失望についてのうんざりするような長いものであった。それらは何かが欠けていて、何かが過ぎ去っていて、明確な定義を与えるのが困難なものであった。
［196］

（以下、引用省略）

［197］
このようにそれは進む。それら全てを聞いた観察者は、二つの関連する問題と向かい合わねばならなかった。問題の一つは、もちろん、非常に巨大な主題を伝える作業を配分するときに、淡くて空虚のようにみえる日常会話で使い慣れた言葉である。証言者が喪失経験を表現する方法を探そうと試みていることは、真実である。しかし、観察者が質問を提起する方法を探していたこともまた真実である。研究の一つのポイントにおいて、私が認識することは、調査対象のグループの全員にインタヴューする時間を決して持つことができないことである。私は明瞭な少数の質問に対する少数の簡単な回答を求めて500ほどの人に質問表を送った。これまで提出された、いくつかの回答は資料として現れている。他のものは、後になれば資料になるだろう。しかしほとんどの回答は質問を超えたものであった。私にはそれらが何を意味するのかが本当にわからないような、それはまるでわたしが、調査対象者に２、３の文章のために取っておいたスペースに悲しみの世界を縮めて訪ねたようなものだった。「あなたが古い共同体について見落としたものはなにか？」
（以下、引用省略）

観察者は非常に深い苦痛に偶然の質問をぶつけることを試みることで、彼の当惑を乗り越えた。彼は全てを言葉のコインに変えることの試みの無益さを認識し始めた。そして言葉の背後にある感情は、人がそれを探す場合に容易に見つけるに足るものにみえる。人はコメントの中に普遍的事実となるような項目を探さなければならない。そして人はコメントの中に項目となるような普遍的事実を探さなければならない。
［198］

二つ目の問題は、人が作るコメントの並々ならぬ繰り返しに関連がある。その問題に私たちはすでに出会っている。研究は、データの書写数千ページを基本としている。それの全ては包装した箱であるが、調査者は、実は大いに話すべきでない資料をかき回した後に結論を下す傾向がある。それはデータが矛盾しているとか解釈が困難なためではなく、むしろ非常に落胆してそうなるのである。私は早めに精神医学の評価が、実質的には洪水を何とか生き延びたすべての人が、昔もしくは別のときに不安や憂鬱、無感動、不眠症、恐怖反応、や波及力のある消耗や孤独の感覚を被ったことを指し示すかのように見える箇所を書き留める。非常に失望させるデータを作成することは、人が同じ言及を何度も何度も読んだり聞いたりすることである。まるで文字が入り江の周りを順々に回っているかのように。一見したところでは、それは、何かの性質が生じていることが論理的に見えるかもしれない。多くの人々の共通の感覚を捕らえるための適切な作業を行う言葉遣いは、虚しさが上下に循環している。共通の情感を突き刺す表現は、異なった個々人の感情についての集団の解釈を供給するようになるだろう。しかし、理論は、一般的な災害調査において、もっぱら役立たない。一例として、survivorsは至る所の地域に四散させられ、他の人と親しく交際し続けることができない。別の例では、他の人と交際し続けるsurvivorsは、一般的に何か他のものついて話すときにも問題が生じる。
人が到達した最適で便利な結論は、二次トラウマが最初から全体的で包含された症候である。そして、私たちは共同体の全域を超えて広がる現象を扱っている。
症候の明らかな特徴は、クリーク族の特定の状況を指すものとして理解されるべきだが、他のものは一般に大規模な災害に共通に生じる。
［199］
そして私たちは、二つの間の区別を考えるために、当座はここで休止すべきである。
実質的には、survivorsの初期反応に関する社会科学の文献・論文の災害に関するすべての研究は、呆然とした動揺や無感動の有様である。動揺した反応になった理由の一つは、その主要な一つはAnthony F. C. Wallanceのような調査者によるものであるが、大きな共同体が破壊されたsurvivorsの一部の感覚である。個人がほとんど深刻な個人的消失を被っていないときや、何らかの緊急の危険にさらされていない時でさえ、彼は“cultural damage”によって動揺を受け、大混乱の状況のなか彼の生活領域の景色において“stunned disbelief”の状況に漂うことになる。WallanceはマサチューセッツでWorcesterを研究し、そこで、下記の邪悪なトルネード、下記は彼の結論の部分である。
「災害の症候の中に投げ入れられる要素は、知覚されたもののように見える。実際に目で見ることのできる共同体は破壊されている。家も、教会、木、店やすべてが破壊されている共同体の光景は、たびたび自覚的に、もしくは無自覚的に世界全体の破壊として解釈される。多くの人は、本当に実際に、インタヴューの中でその認識を自覚していたし、また報告していた。その考えは彼らの精神が交わった形で、言及していた。「それは世界の終わりだった」「原子爆弾が落とされた」「世界が破壊されていた」等々。彼が同一化するところの対象、彼の振る舞いが通常は調和するところの対象は、離れていた。彼は、彼が頼りにし生活を得ていた文化や社会が持っていたたくさんのサポートや助力が、突然に取り払われた。彼は、彼がその環境をうまく処理するための救済手段が奪われていた。彼は、破滅の恐怖の荒野のなかで、実際に無気力に変えさせられ、サポートの全ての源から分離され、裸で一人にさせられ、彼自身の自己の感覚もなく、気力を下げさせられた。」
Wallanceが指摘するものは、共同体が完全に消失し、もはや個人的なサポートの源になれないような思いへのいくつかの反応である、無感動や無関心や不眠症や憂鬱といった非常に突出した“disaster syndrome”の特徴である。

［200］

私たちはクリーク族の多くのsurvivorsが世界の終焉を感じたことを、その瞬間の中に見るだろう。下記の女性が持ち出した引用のような、彼らが活き活きとした生を離れて一人の人間となった恐ろしい瞬間を気遣う彼らを。

（以下、引用省略）

（私たちが理解するほどに、私たちは唯一個人の生だった。）
disaster syndromeを扮装する徴候は、悲しみや死別の古典的な徴候である。人々は友人を失ったこと、家を失ったことを深く哀しんでいる。しかしかれらは文化的環境を失ったことについても哀しんでいる。そして彼らは、少なくとも、彼らが親しんだ状況が欠乏しているなかで何をするべきかがわからないために当惑している。かれらはそれらを誘導する準備、いわば精神の羅針盤や海図の両方を欠いている。
disaster syndromeの特色は、Wallanceによれば、“stage of euphoria”である。災害の後に短期的にSurvivorsniにやってくる急で論理的に説明のつかない幸せの波（そしてそれは災害の後の経験でもある）は、数人の観察者によって書きとめられている。以下の言及は、例えば、MississippiのVicksburgにおける竜巻の影響の研究からのものである。
（以下、引用省略）

他の観察者は、同意して同じ結論を報告していた。S. H. Princeは、Halifaxの船の爆発の研究、“city of comrade＝親友の街？”について話した。
［201］

R. I. Kutakは、Louisvilleの洪水についての研究、“democracy of distress＝苦痛の民主主義？”について述べている。Charles E, Fritzは、Arkansasの竜巻の研究、“community of sufferers＝犠牲の共同体”について言及している。Martha Wolfensteinは、一般的な災害の文献を検討している、“post-disaster utopia＝災害後の理想郷”と、その現象を呼んだ。Allen H. Bartonは、多くの同じ文献を概説した、“altruistic community”について話している。
　Wallanceは、stage of euphoriaを、結局、共同体が本当は死んでいないsurvivorsの発見に帰すことに貢献する。救助活動が続行される労力やneighorsの救助活動の協力は、破滅のなかに平穏な生活がある、？
そして、彼らは共同的感覚の流出に反応する。
（できませんでした…すみません）
